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神奈川県公立高等学校学力検査問題(平成 31 年度)

問１．

(ｱ) (－ 7)＋(－ 13) (ｲ) ＋ (ｳ) 32ab2 ÷(－ 4b)

＝－ 7 － 13 ＝ ＋ ＝－ 8ab

＝－ 20 ＝

(ｴ) ＋ (ｵ) (x ＋ 4)2 －(x － 5)(x － 4)

＝ ＋ ＝ x2 ＋ 8x ＋ 16 －(x2 － 9x ＋ 20)

＝ ＝ x2 ＋ 8x ＋ 16 － x2 ＋ 9x － 20
＝ 17x － 4

問２．

(ｱ) (x － 4)2 ＋ 8(x － 4)－ 33 (ｲ) x ＝

＝(x － 4 ＋ 11)(x － 4 － 3) ＝

＝(x ＋ 7)(x － 7) ＝

＝

(ｳ) y ＝ に，x ＝－ 3 を代入して，y ＝－ 6 最小値 a ＝－ 6，最大値 b ＝ 0

(ｴ) 3 割引で買うと言うことは，7 割分払うことになるので， (2a ＋ b)＜ 5000

(ｵ) ( )2 ＝ 75，82 ＝ 64，( )2 ＝ 79 したがって，8 ＜ ＜

(ｶ) 500：6 ＝ 30000：x x ＝ 6 × 60 ＝ 360
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問３．

(ｱ)

△ BOC は二等辺三角形なので

∠ BOC ＝ 180 － 46 × 2 ＝ 88
円周角の定理より

∠ BAC ＝ 88 ÷ 2 ＝ 44
△ ABC も二等辺三角形なので

∠ BCD ＝(180 － 44)÷ 2 ＝ 68
∠ BDC ＝ 180 － 46 － 68 ＝ 66

( ｲ ) AD：DB ＝ AE：EF ＝ 1：1 より

DE を結ぶと DE ∥ BF となる(補助線は 1 本)

中点連結定理より HF：DE ＝ 1：2
DE：BF ＝ 2：4 なので DE：HB ＝ 2：3
相似比の 2 乗より △ DGE：△ HGB ＝④：⑨

底辺の比より △ DGE：△ BGD ＝④：⑥

DH ＝ HC 底辺が等しいので △ BHC ＝△ DBH ＝⑥＋⑨＝⑮

BH：HF ＝ 3：1 なので 底辺の比より △ BHC：△ CHF ＝ 3：1 ＝⑮：a a ＝⑤

EF：FC ＝ 1：1 より 底辺の比より △ EBF：△ FBC ＝ 1：1 ＝(⑨＋ b)：(⑮＋⑤)

四角形 EGHF は b ＝⑪

あるいは

EG：GB ＝ 2：3 より 底辺の比より △ EGC：△ GBC ＝ 2：3 ＝ x：(⑨＋⑮) x ＝⑯

四角形 EGHF は ⑯－⑤＝⑪

あるいは，相似比の 2 乗より △ CHF：△ CDE ＝ 1：4 ＝ 5：y y ＝⑳

四角形 EGHF は ⑳－④－⑤＝⑪

△ BGD：四角形 EGHF ＝⑥：⑪

(ｳ)

制限無しで解いて良いのなら

「(布)盗人算」あるいは「さっさ立て」と呼ばれている問題なので

8 ＋ 5 ＝ 13 人 13 × 5 ＋ 5 ＝ 70 個 で終了なのだが

箱に入っているみかんの個数を x 個として，子どもの人数を 2 通りで表すと

＝ これを解くには，両辺× 30 をして 5(x ＋ 8)＝ 6(x － 5)

5x ＋ 40 ＝ 6x － 30 x ＝ 70
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問４．

(ｱ) y ＝ に，x ＝－ 3 を代入すると，y ＝ 3 したがって，点 A の座標は(－ 3，3)

点 C の x 座標は点 A と同じなので 点 C の座標は(－ 3，－ 2)

これを y ＝ ax2 に代入して － 2 ＝ 9a a ＝

(ｲ) AD：DC ＝ 2：1，AC ＝ 5 より

AD ＝ 5 × ＝ 3 － ＝ 点 D (－ 3， )

点 E の y 座標は BD の中点なので，(3 － )÷ 2 ＝ 点 E (0， )
中点や平均は素直に足して 2 で割れば良い

AD ＝ EF なので 点 F の y 座標は ＋ ＝ 点 F (0， ) n ＝

直線 BF の傾きは 3 コイッテ， サガル ( － 3) ので

1 コイッテ， サガル したがって m ＝－

(ｳ) AD ＝ EF より AF ∥ DB なので △ ADE ＝△ EAF ＝△ FEB
底辺の長さはすべて DE に等しく合計 3 つある

△ BDG の底辺は DB で DE の 2 倍なので

△ BDG の高さが 1.5 倍になれば面積が等しくなる

AF ∥ HG
FE：EH ＝ 1：1.5(＝高さの比)

FE ＝ なので，EH ＝ となる

－ ＝－ H (0，－ )

AF の傾きは，BF の傾きと符号が逆になるので

直線 HG と直線①の交点の座標 G は

－ ＝－ x 両辺× 9 5x － 33 ＝－ 9x

14x ＝ 33 x ＝
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(ｳ)別解

四角形 ADBF の面積を具体的に出しても解けるが

出題者の意図は，平行線と面積の関係のはずなので

まず，四角形 ADBF と同じ面積の三角形を作る

MF ∥ AB △ PAB ＝△ MAB
したがって， 四角形 ADBF ＝△ MDB

△ MDB と△ BDG は，

底辺を DB と考えれば共通で等しい

高さが等しくなれば良いので，MD ＝ EH

MD ＝ －( )＝

H の y 座標は， － ＝－ 以下同じ

問５．

ルール①の結果を書いてしまうこと

n の値 b 1 2 3 4 5 6
a 1 ２ ３ ４ ５ ６ ７

2 １ ４ ５ ６ ７ ８

3 ２ １ ６ ７ ８ ９

4 ３ ２ １ ８ ９ １０

5 ４ ３ ２ １ １０ １１

6 ５ ４ ３ ２ １ １２

(ｱ) 残ったカードが 5 だけになるには，1，2，3，4 のカードを取り除くことになる。

1 ＋ 2 ＋ 3 ＋ 4 ＝ 10 和が 10 になるのは，この 1 通りなので 答え ＝

(ｲ) 最小の数が 3 となるには 取るカードは，1，2 n ＝ 3
1，2，4 n ＝ 7
1，2，5 n ＝ 8
1，2，4，5 n ＝ 12

答え
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問６．

(ｱ)

底面積：3 × 4 ＝ 12 2 つあるので 2 で割ることを省略した

三平方の定理(3：4：5)より AC ＝ 5cm
側面積：縦 2cm，横 3 ＋ 4 ＋ 5 ＝ 12cm の長方形なので 2 × 12 ＝ 24

表面積は 12 ＋ 24 ＝ 36cm2

(ｲ)

三平方の定理を３回使って

BD ＝ ，DG ＝ ，GB ＝ ，

したがって，

△ BDG は底辺を GB とする二等辺三角形だと分かる

またまた，三平方の定理を使って高さを出せば，

面積を求めることができる

斜辺が ，他の一辺が なので，

高さ＝ ＝ 面積＝ × × ＝

(ｳ)

展開図を書くのが難しいですが

立体の外側を通る最短距離は

展開図で直線になるコースです

△ DEF ∽△ FHC より

FH：HC：CF ＝③：④：⑤

FH ＝ 2 × ＝ ，HC ＝ 2 × ＝

△ CBI において三平方の定理より， CB2 ＝ BI2 ＋ IC2 ＝(4 ＋ )2 ＋(2 ＋ )2

＝( )2 ＋( )2 ＝ ＋

＝ ＝ 40 CB ＞ 0 より CB ＝
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問７．

(ｱ)

に対する円周角は等しいから

∠ BAC ＝∠ BPC
よって， ∠ BAQ ＝∠ CPQ … ①

対頂角は等しいから

∠ AQB ＝∠ PQC … ②

①，②より 2 組の角がそれぞれ等しいから

△ ABQ ∽△ PCQ

(ｲ)

二等辺三角形になるためには，

2 辺が等しいか 2 角が等しいかが必要です。

与えられた条件の AB ＝ AQ で，△ ABQ が

二等辺三角形(∠ ABQ ＝∠ AQB)になれば

相似なので△ PCQ も二等辺三角形になります。

AB ＝ BQ になる場合を考えると

条件より，AC ＞ AB ＞ BC
BQ ＞ BC なので，AB ＝ BQ になることはない

次に角度で，∠ QAB ●＝∠ QBA ●になる場合を考えると

に対する円周角●と に対する円周角●で，4 つの角がすべて等しくなるので

ともに二等辺三角形となる。

答えに AB を用いると限定されたことと，錯角が等しいので，AB ∥ CP と答える。

BC

BC AP



(ｳ)

この形は今までも出題されたことのある問題です。

三平方の定理を使うのですが，直角三角形を 2 つ使い，

真ん中の辺を 2 通りの式で表すことにより，方程式を

作り解くパターンです。

CQ ＝ x，AQ ＝ 8 － x とおく

△ ABQ において，三平方の定理より

BQ2 ＝ 52 － x2

△ BCQ において，三平方の定理より

BQ2 ＝ 72 －(8 － x)2

したがって，52 － x2 ＝ 72 －(8 － x)2

25 － x2 ＝ 49 －(64 － 16x ＋ x2 )

40 ＝ 16x

x ＝

△ BCQ において，1：2： より BQ ＝

また，AQ ＝ 8 － ＝

△ BCQ ∽△ PAQ より，1：2： から PQ ＝ × ＝ ＝

BP ＝ BQ ＋ PQ ＝ ＋ ＝ ＝

あるいは

△ ABQ ∽△ PCQ より， BQ：AQ ＝ CQ：PQ

： ＝ ：PQ

PQ ＝

PQ ＝ ×

PQ ＝ ＝

BP ＝ BQ ＋ PQ ＝ ＋ ＝ ＝
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